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⑴
農
地
利
用
最
適
化
に
関
す
る
連
携

支
援
に
つ
い
て

　
　
農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
及
び
解
消
の
た
め
、

区
・
農
会
・
営
農
組
合
等
の
協
力

を
得
て
、
担
い
手
へ
の
利
用
集
積

な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

市
は
、
県
・
国
・
農
地
中
間
管
理

機
構
の
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
連

携
支
援
を
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
た

い
。

⑵
発
生
防
止
及
び
解
消
に
向
け
た
具

体
的
な
支
援
に
つ
い
て

　
　
遊
休
農
地
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

転
作
作
物
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
の
活

用
提
案
を
行
う
な
ど
幅
広
い
支
援

を
進
め
ら
れ
た
い
。

ア　

近
年
、
遊
休
農
地
予
備
軍
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
区
・
農

会
が
地
域
で
守
る
べ
き
農
地
を
決

め
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
を
活
用
す
る
な
ど

幅
広
い
指
導
を
さ
れ
た
い
。

イ　

大
型
機
械
を
使
用
す
る
た
め
、

水
田
の
大
型
化
や
農
道
拡
幅
、
水

路
改
修
等
、
地
域
で
行
う
基
盤
整

備
に
つ
い
て
、
市
・
県
が
一
体
と

な
っ
て
よ
り
一
層
の
指
導
を
さ
れ

た
い
。

ウ　

中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
者

が
地
域
の
担
い
手
と
な
り
農
地
を

守
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
個
人
で

対
応
で
き
な
い
遊
休
農
地
に
つ
い

て
、
地
区
組
織
で
取
り
組
め
る
よ

う
指
導
と
支
援
の
充
実
を
さ
れ
た

い
。

⑶
遊
休
農
地
の
特
定
利
用
に
お
け
る

農
振
農
用
地
除
外
に
つ
い
て

ア　

す
で
に
遊
休
農
地
と
な
っ
た

農
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
守
る

べ
き
農
地
と
そ
う
で
な
い
農
地
を

地
域
で
話
し
合
い
の
上
で
合
意
形

成
を
図
り
整
理
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
守
る
べ
き

農
地
で
な
い
と
判
断
し
た
農
地
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
と
し
て
発
電
設
備
の
設
置
を
計

画
す
る
場
合
は
、
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
変
更
し
、
該
当
農
地

を
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
要

件
見
直
し
に
つ
い
て
県
・
国
に
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。

イ　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総

合
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
や
経

済
活
動
に
お
け
る
土
地
利
用
の
需

要
の
高
ま
り
に
対
応
し
た
農
地
の

有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
適
正
周

期
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

⑴
担
い
手
農
家
の
育
成
と
支
援
に
つ

い
て

ア　

農
業
ス
ク
ー
ル
は
、
農
業
の

担
い
手
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
同
制
度
を
今
後
も
継
続
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
新
規
就
農

業
者
を
増
や
す
た
め
に
本
制
度
の

周
知
・
浸
透
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
女
性
活
躍
社
会
の
実
現

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
増
加
に

伴
い
、
シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
た
募

集
要
件
の
見
直
し
を
検
討
さ
れ
た

い
。

イ　

認
定
新
規
就
農
者
（
原
則
45

歳
未
満
）
及
び
農
業
ス
ク
ー
ル
卒

業
生
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、

「
豊
岡
市
若
手
農
家
支
援
事
業
」

等
の
施
設
・
機
械
の
初
期
投
資
に

係
る
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、
若
手
農
業
者
の
事
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、

技
術
指
導
も
含
め
た
継
続
し
た
支

援
を
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
た
い
。

⑵
集
落
営
農
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

ア　

集
落
営
農
の
構
成
員
は
年
々
高

齢
化
し
て
お
り
、
後
継
者
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、

県
・
国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
・

Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て
、
集
落
営

農
が
持
続
す
る
よ
う
、
長
期
に
わ

た
る
育
成
・
支
援
制
度
を
確
立
さ

れ
た
い
。

イ　

集
落
営
農
は
地
域
農
業
の
主

要
な
担
い
手
で
あ
る
が
、
農
産
物

価
格
の
低
迷
や
人
的
資
源
の
不

足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
集
落
営
農
の
安
定
経
営
の
た

め
、
労
働
力
軽
減
や
農
業
技
術
の

継
承
に
寄
与
す
る
省
力
化
機
械
の

導
入
や
既
存
機
械
更
新
時
の
支
援

制
度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び

解
消

２ 

担
い
手
農
家
や
集
落
営
農

の
育
成
と
支
援

　
令
和
4
年
度
の
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
10
月
８
日
、
大
原

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
５
名
で
市
長
室
を
訪
れ
、
意
見

書
の
趣
旨
を
説
明
し
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

市長と大原会長、役員
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多種類農機の直進補助、自動操縦に対応
簡単にスマート農業が始められます！

太陽光を農業生産と発電で共有し
農業経営をサポートします！

豊岡市中陰318-3
Tel 0796-22-2131（代）
Fax 0796-24-3987
お気軽にご相談ください♪

特別価格
88万円（税込）
取付費別

スマート操縦システム　ソーラーシェアリング

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て　

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

へ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
区
・
農
会
等
に
よ

る
話
し
合
い
に
基
づ
く
プ
ラ
ン
の

実
質
化
を
推
進
す
る
た
め
、
市
は

農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
区
・
農
会

と
の
連
携
を
深
め
る
施
策
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

⑵
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
の

推
進
に
つ
い
て

ア　

共
同
活
動
に
つ
い
て

　
　

交
付
金
申
請
事
務
の
簡
素
化
に

つ
い
て
、
県
・
国
に
引
き
続
き
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
全
地

域
が
取
り
組
め
る
よ
う
、
制
度
の

周
知
徹
底
に
努
め
一
層
の
推
進
を

図
ら
れ
た
い
。

イ　

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
の
推
進

に
つ
い
て

　
　

農
業
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に

つ
い
て
積
極
的
な
指
導
・
支
援
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
制
度
改
正

に
よ
り
希
望
す
る
事
業
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
制
限
の
緩

和
に
つ
い
て
、
県
・
国
に
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

⑶
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
村
を
活

性
化
す
る
支
援
に
つ
い
て

ア　

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

　
　

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
が

い
な
い
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、

今
後
、
地
域
に
お
け
る
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
農
業
者
と
し
て
、
「
定
年
帰
農

者
」
や
農
業
と
他
の
仕
事
“
Ｘ
”

を
組
み
合
わ
せ
た
「
半
農
半
Ｘ
」

な
ど
多
様
な
形
態
で
新
規
就
農
を

促
す
た
め
の
支
援
を
検
討
さ
れ
た

い
。

イ　

農
業
者
以
外
と
共
同
し
て
進
め

る
施
策

　
　

農
産
物
を
生
産
・
加
工
す
る
企

業
や
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
、
イ
ノ
シ

シ
を
食
品
加
工
す
る
企
業
を
募
集

す
る
な
ど
、
農
業
者
と
と
も
に
地

元
の
農
業
を
活
性
化
す
る
施
策
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
被
害
防
止
の
対
策
に
つ
い
て

ア　
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防
止

対
策
と
し
て
、
電
気
柵
・
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の
防
護
柵
が
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
評
価
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
は
、
強

度
を
上
げ
た
規
格
の
場
合
、
経
費

が
高
額
に
な
る
た
め
、
事
業
費
の

補
助
を
半
額
以
上
に
拡
大
す
る
こ

と
に
併
せ
、
補
助
事
業
採
択
枠
の

拡
大
な
ど
支
援
を
よ
り
一
層
充
実

さ
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
の
み
な
ら

4 

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対

策
の
強
化

３ 
地
域
を
支
え
る
農
政

　

ず
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
習
得
や
最
新
の
情
報
を
入
手

す
る
た
め
、
毎
年
、
ソ
フ
ト
面
の
強
化
に

繋
が
る
研
修
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
検
討

さ
れ
た
い
。

イ　

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
整
備
す
る
補
助

事
業
に
つ
い
て
、
採
択
件
数
を
増
や
す
よ

う
、
県
・
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

ウ　

サ
ル
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
の
み
な

ら
ず
、
家
屋
な
ど
の
損
傷
が
非
常
に
深
刻

で
す
。
既
存
の
サ
ル
被
害
対
策
補
助
制
度

に
加
え
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
サ
ル
の
捕
獲
に
係
る
保
護
政
策

を
見
直
す
よ
う
、
県
・
国
に
働
き
か
け
ら

れ
た
い
。

⑵
個
体
数
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

　
　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
水
稲
な
ど
農
作

物
だ
け
で
な
く
、
畦
畔
、
農
道
な
ど
に
も

被
害
が
及
び
、
場
所
に
よ
っ
て
は
修
復
す

る
事
が
非
常
に
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

仮
に
修
復
し
た
と
し
て
も
、
再
度
被
害
に

あ
う
な
ど
現
状
は
深
刻
で
す
。
被
害
を
軽

減
す
る
に
は
、
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
事

が
最
大
の
有
効
施
策
と
考
え
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
狩
猟
者
の
増
加
を
図
る
た
め

の
支
援
と
と
も
に
、
狩
猟
条
件
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
県
、
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た

い
。

⑴
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
認
証
に
か
か
る
手

続
き
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
広
報
を
強

化
し
、
農
業
者
に
よ
る
認
証
取
得
に
よ
り
、

5 
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
及
び

地
産
地
消
と
食
農
教
育
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６ 

そ
の
他

　

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の

醸
成
を
推
進
さ
れ
た
い
。

⑵
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
外
出
自
粛
や
外
食
産
業

の
営
業
制
限
は
農
産
物
の
消
費
量

を
押
し
下
げ
、
農
家
は
販
売
価
格

の
下
落
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　

一
方
、
内
食
い
わ
ゆ
る
巣
ご
も

り
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
は
、
よ
り
一
層
安

全
・
安
心
な
農
産
物
へ
と
高
ま
り

を
み
せ
、
地
産
地
消
な
ど
へ
移
行

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
の
お
米
や

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」
ブ
ラ
ン
ド

の
農
産
物
を
中
心
と
し
た
安
全
・

安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の

普
及
を
さ
ら
に
す
す
め
つ
つ
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
食
品

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
等
へ
の
豊
岡

産
農
産
物
の
流
通
の
拡
大
・
強
化

な
ど
、
豊
岡
産
農
産
物
の
消
費
推

進
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
余
剰
野
菜
を
子
ど
も
食

堂
や
生
活
困
窮
者
な
ど
に
提
供
で

き
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
な
ど
の

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
さ

れ
た
い
。

⑶
食
農
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若

い
世
代
が
農
業
に
興
味
・
関
心
を

持
つ
た
め
に
、
農
業
団
体
や
食
品

関
連
企
業
と
も
連
携
し
、
地
域
・

学
校
・
園
に
お
い
て
、
そ
の
地
域

の
伝
統
野
菜
や
行
事
食
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
食
農
教
育
を
積
極
的
に

進
め
ら
れ
た
い
。

⑴
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
に
つ

い
て

　
　
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
は
、
農
業

者
の
労
力
軽
減
や
課
題
解
決
に
よ

る
農
家
の
働
き
方
改
革
に
大
変
有

益
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
者
の
認
知
度
は

比
較
的
高
い
も
の
の
、
導
入
の
実
現
に
は

ま
だ
課
題
も
あ
り
、
将
来
的
な
普
及
拡
大

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

今
後
、
生
産
現
場
へ
の
実
装
の
た
め
に

は
、
引
き
続
き
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に

関
す
る
有
益
性
や
最
新
情
報
、
活
用
事
例

等
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　

一
方
、
導
入
費
用
が
高
額
な
も
の
も
多

い
こ
と
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
や
リ
ー
ス
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
補
助
制
度
の
充
実
に

よ
り
、
農
業
者
が
現
場
へ
導
入
し
や
す
い

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
継
続
し
て
取
り

組
ま
れ
た
い
。

⑵
「
農
福
連
携
」
の
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て

　
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
と

も
な
い
、
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
将
来

に
わ
た
る
継
続
の
た
め
に
は
、
人
材
や
労

働
力
の
確
保
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　
　

農
福
連
携
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
者
以

外
の
方
へ
の
農
作
業
委
託
は
、
労
働
力
不

足
で
悩
む
農
業
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
有

益
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

難
し
く
、
実
現
に
は
ま
だ
課
題
が
あ
る
の

が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
、
農
福
双
方
の
課
題
を
解
決
す
る
と
共

に
、
共
通
の
達
成
目
標
を
も
つ
こ
と
に
よ

り
、
農
業
分
野
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
　

多
様
な
業
種
連
携
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
地
元
企
業
と
連
携
す
る
な
ど
農

福
連
携
の
仕
組
み
作
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

市長と意見交換

豊岡営農生活センター 	 TEL 24-3641
たじまんま           	 TEL 22-0300
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私
は
一
昨
年
よ
り
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
な
り
、
遊
休
農
地
の
確
認
、

農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
田
鶴
野
地
区
は
、
遊
休
農

地
は
少
な
い
で
す
が
、
長
年
農
業
委
員

を
務
め
た
亡
き
父
か
ら
は
、
手
つ
か
ず

の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
遊
休
農
地
が
市
内

に
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
経
ち
ま
す
が
、
未
だ

に
解
決
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

推
進
委
員
に
就
任
し
て
か
ら
、
農
業

委
員
、
事
務
局
職
員
、
私
の
三
人
で
土

地
所
有
者
と
話
し
合
い
を
続
け
、
今
年

の
春
頃
か
ら
雑
木
の
伐
採
、
資
材
の
撤

去
が
進
み
、
解
決
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
頃
の
秋
の
彼
岸
に
は
そ
の
こ
と
を
父

の
墓
前
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
す
る
田
鶴
野
地
区

（
耕
作
面
積
２
２
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
は
、
豊
岡
市
街
の
北
側
に

位
置
し
中
央
部
に
円
山
川
が
流
れ
、
東

西
に
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
田
鶴
野
東
部
の
円
山
川
下
流
域

は
低
湿
田
が
多
く
、
農
家
は
水
に
難
儀

し
て
い
ま
し
た
。
私
も
幼
少
期
ご
ろ
、

稲
わ
ら
を
舟
に
載
せ
て
収
穫
し
て
い
る

の
を
目
に
し
た
も
の
で
し
た
。
昭
和
40

年
頃
に
な
る
と
、
土
地
改
良
工
事
が
進

み
、
大
型
の
農
業
機
械
も
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
仕
事
柄
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
地

域
に
出
か
け
ま
す
が
、
山
間
部
の
狭き

ょ
う

隘あ
い

な
場
所
に
も
農
地
が
点
在
し
て
い
る
の

を
見
て
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
の
人
々
が
苦
労
し
て
開
墾
し
、
耕

作
し
て
き
た
農
地
を
今
ま
で
守
り
続
け

て
き
た
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
ひ
と

り
と
し
て
、
今
後
も
農
地
を
大
切
に
守

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

西　

登
己
夫
）

　

但
東
地
域
の
高
橋
地
区
は
、
但
東
町
の

東
側
の
国
道
４
２
６
号
沿
い
の
９
区
で
す
。

農
地
は
約
１
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
主

に
水
稲
が
栽
培
さ
れ
、
他
に
ピ
ー
マ
ン
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ソ
バ
等
が
作
付
け
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
地
は
中
山
間
地
が
多
く
、
農
地
の
畦

畔
が
大
き
く
草
刈
り
作
業
と
用
排
水
路
管

理
等
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、獣
害
が
多
く
発
生
し
、メ
ッ
シ
ュ

フ
ェ
ン
ス
柵
敷
設
対
策
は
、
ほ
ぼ
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
実
施
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ン

ス
は
、
シ
カ
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
・
ア
ナ
グ
マ
等
に
は
ほ

と
ん
ど
効
果
が
な
く
、
フ
ェ
ン
ス
は
破
壊

さ
れ
、
修
復
に
費
用
と
作
業
の
負
担
が
増

大
し
て
い
ま
す
。

　

獣
害
か
ら
農
地
を
守
る
た
め
に
は
、
山

林
と
り
わ
け
里
山
整
備
が
最
も
重
要
で
す

が
、
近
年
、
山
林
整
備
は
国
産
木
材
需
要

の
低
迷
と
急
速
な
農
林
業
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
放
棄
山
林
が
多
く
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
り

山
林
崩
壊
が
進
み
農
地
・
用
排
水
路

へ
土
砂
流
入
も
多
発
し
、
農
家
の
負

担
は
ま
す
ま
す
増
え
る
一
方
で
す
。

　

人
口
減
少
が
進
み
、
限
界
集
落
が
そ
う

遠
く
な
い
現
状
で
、
農
地
を
守
る
た
め
の

対
策
を
、
地
域
住
民
・
行
政
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
推
進
委
員
と
し
て
遊
休
農
地
利

用
意
向
調
査
、
農
地
集
積
化
、
離
農
農
地

貸
借
相
談
等
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期

的
に
実
施
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
遊
休
農

地
解
消
が
で
き
る
よ
う
活
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

桑
田　

均
）

頑張ってます！農地利用最適化推進活動　No.11

西推進委員
田鶴野地区

村田農業委員
田鶴野地区

桑田推進委員
高橋地区

上坂農業委員
高橋地区

遊休農地解消

優良農地を守るフェンス
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特産農産物、特産品の紹介
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの特産農産物を皆さんに知ってもらい、地域農業の振興に役立ててもら
うため、この特集を行っています。今回は“朝倉さんしょ”と“神鍋のとちの実（とち餅）”です。

Part10

　　　
「
朝
倉
さ
ん
し
ょ
」
を
平
成
22
年
か
ら
栽

培
さ
れ
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
朝
倉
さ
ん

し
ょ
部
会
」
部
会
長
の
佐
藤
君
直
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。

　
「
朝
倉
さ
ん
し
ょ
」
は
粒
が
大
き
く
、
ひ

と
き
わ
香
り
高
い
さ
ん
し
ょ
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
名
は
養
父
市
八
鹿
町
朝
倉

の
地
名
に
由
来
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
「
た

じ
ま
生
ま
れ
」
の
さ
ん
し
ょ
で
、
４
０
０
年

以
上
も
昔
か
ら
大
切
に
育
て
ら
れ
、
江
戸

幕
府
へ
の
献
上
品
と
さ
れ
た
「
朝
倉
さ
ん

し
ょ
」。
現
在
で
は
独
特
の
味
と
香
り
、
品

質
を
さ
ら
に
高
め
、
た
じ
ま
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
「
朝
倉

さ
ん
し
ょ
」

と
し
て
養
父

市
を
中
心
に

但
馬
全
域
で

盛
ん
に
栽
培

さ
れ
、
豊
岡

市
内
で
も
59

名
の
農
家
や

グ
ル
ー
プ
が

１
７
６
０
本
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
朝
倉
さ
ん
し
ょ
」
の
お
い
し
さ
の
特
長

は
、
他
の
さ
ん
し
ょ
に
比
べ
て
香
り
ゆ
た
か

な
こ
と
。
柑
橘
系
の
フ
ル
ー
ツ
を
思
わ
せ
る
、

爽
や
か
な
香
り
が
口
の
中
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
ま
す
。
佃
煮
や
炊
き
込
み
ご
飯
に
す
る
と
、

お
米
の
甘
み
と
「
朝
倉
さ
ん
し
ょ
」
の
香
り

が
絶
妙
の
お
い
し
さ
を
醸
し
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
部
会
で
は
「
朝
倉
さ
ん
し
ょ
」

の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
の
た
め
、
実
が
大
き

く
て
香
り
が
良
く
、
枯
れ
に
く
い
優
良
系
統

の
苗
を
育
成
し
、
す
べ
て
の
苗
に
タ
グ
付
け

し
て
品
質
管
理
を
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
苗
木
を
植
え
て
か
ら 
約
３
～
４
年
で
収

穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
栽
培
の
場
所
を
選

ば
な
い
の
で
、
遊
休
農
地
を
有
効
に
活
用
で

き
、
普
段
は
仕
事
や
他
の
農
作
業
に
追
わ
れ

て
い
る
方
で
も
、
作
業
が
少
な
く
、
負
担
を

増
や
す
こ
と
な
く
、
栽
培
が
始
め
ら
れ
る
の

で
安
心
し
て
気
楽
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
農
業
委
員　

仲
川　

弘
之
）

　　　

日
高
町
十
戸
で
自
家
製
「
と
ち
餅
」

を
作
り
販
売
さ
れ
て
い
る
藤
原
正
利
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
の
店
は
、
十
戸
の
滝
の
近

く
の
国
道
沿
い
に
あ
り
、
昭
和
初
期
の

創
業
以
来
、
保
存
料
や
添
加
物
を
一
切

使
わ
な
い
昔
な
が
ら
の
製
造
に
こ
だ
わ

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

材
料
の
と
ち
の
実
は
、
地
元
の
「
あ

る
所
」（
秘
密
の
場
所
）
で
採
れ
ま
す
。

採
れ
た
と
ち
の
実
は
、
す
ぐ
に
水
に
漬

け
ま
す
。
そ
し
た
ら
実
の
中
か
ら
虫
が

出
て
き
ま
す
。
そ
の
後
は
「
灰
」
を
使

用
し
て
あ
く
抜
き
を
し
ま
す
。

　

も
ち
米
（
マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ
）
は
、
す

べ
て
自
分
で
育
て
た
も
の
を
使
用
し
ま

す
。

　

餅
つ
き
も

昔
な
が
ら
の

杵
つ
き
で
作

ら
れ
、
と
ち

の
実
の
比
率

は
３
割
ぐ
ら

い
と
い
う
こ

と
で
す
。
と

ち
の
実
が
多

く
入
り
、
渋

味
の
き
い
た

の
が
好
き
な
方
や
、
ほ
ん
の
り
し
た
味

が
好
み
の
方
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
渋

味
は
あ
く
抜
き
の
加
減
に
よ
る
も
の
だ

そ
う
で
す
。

　

最
近
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
、
観

光
客
が
少
な
く
、
み
や
げ
を
買
っ
て
帰

る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
、

近
所
や
親
戚
に
配
る
分
も
買
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

珍
し
く
な
り
ま
し
た
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

店
で
は
、
と
ち
餅
の
他
に
も
昔
な
が

ら
の
製
法
で
作
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
お

餅
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

和
田　

敏
明
）

朝
倉
さ
ん
し
ょ　
　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
朝
倉
さ
ん
し
ょ
部
会

部
会
長　
佐
藤　
君
直
さ
ん

神
鍋
の
と
ち
の
実

（
と
ち
餅
）

高
砂
屋
製
菓　

藤
原　
正
利
さ
ん

剪定作業をする佐藤部会長

さんしょの花

藤原正利さん（お店の前で）
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きばっとんなる人らぁ○46 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

「夢のある職場でありたい」
長砂　哲也さん（豊岡市加陽）
　長砂哲也さん（42才）は、豊岡農業スクー
ルに3年間在籍され、令和3年4月に㈱モリタ
ファーマー（水稲35ha、菌床シイタケ4,000
個）に就農されました。約20年間建設業に携
わっていたものの、小学生の頃から農作業の
手伝いをした経験から農業に対しては愛着が
あったということです。
　長年の建設業の経験から水平感覚、高低差
感覚には研ぎ澄まされたものがあります。水
稲のプール育苗、育苗ハウス内の高低差がい
つも気になっているそうです。
　この春からドローンの操縦を任され、防除
はお手のもの！　持って生まれた体格と持ち
前の体力で、㈱モリタファーマーにはなくて
はならない存在となっています。「なるように
なる」という言葉が好きと言われていますが、
涼しい瞳の奥からは手を抜かない、妥協は許
さないという信念が見られました。
　豊岡の農業の将来について、「高齢化が進み
懸念がありますが、農業スクールの卒業生は
着実に就農、規模拡大している明るい兆しが
あります。でもまだ足りません。私たち卒業
生が見本となり、夢のある職場、業種として
示すことができれば良いと思います。また農
業だけでなく、メリハリのついたON・OFF
の中で趣味も含めて好きなことができる職場
でありたい。」と言われていました。

（農業委員　西沢　泰裕）

奥山ジビエ
安倍　育登さん（出石町奥山）

　安倍育登さん（27才）は、平成29年10月
から地域おこし協力隊になり奥山地区に移住
されています。出身は神戸市で、大学に在学
中から農業などに興味を持ち、4回生の時に、
北海道で出会った猟師の話を聞いて猟師にな
りたいと思われたそうです。
　現在では猟師として活動され地域活性化と
有害鳥獣の駆除を担っておられます。奥山地
区の空き家を購入され、令和2年3月にジビエ
解体処理施設を開業され「安倍商会」として
営業されています。
　状態の良いシカやイノシシが捕れると、と
め差しから30分以内に解体処理が行われます。
解体には昨年6月に結婚された妻のあいさん
も協力されます。
　個人向けの販売
サイトを立ち上げ
られ、鹿肉ロースな
どを販売され、「た
じまんま」でも鹿肉
と猪肉のみを使用した「無添加ジビエソーセ
ージ」を販売されています。また、市内のペ
ットフード店にも加工品を卸されています。
　地域おこし協力隊は卒業されましたが、「休
日には、猟師仲間や地域おこし協力隊の若い
仲間が片付けなどを手伝いに来てくれる。」と
嬉しそうに話されていました。
お問合せ　http//okuyamagibier.com

（農業委員　仲川　弘之）

長砂哲也さん

安倍さんご夫妻

ジビエ肉
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　シルクの郷但東町では、1983年に但東シル
クロード計画が策定されました。但東自然ふ
れあいセンター「やまびこ」を基幹施設とし
て様々な町おこしが実行されました。シルク
の白をイメージしたシルクコーンの栽培より
先に2000年にシルクナスの栽培・販売が始ま
りました。ナスを英語で“Egg plant”と言
いますが、ガクから飛び出た白いナスは白い
卵そのものです。
　栽培にあたっては、陶器のように白く艶や
かな果面に傷がつかないように、着果結実し
て親指大になった時点で袋掛け作業を行いま
す。また強風による葉ズレ被害を防ぐために、
圃場のまわりにはソルゴー（牧草）が植裁さ
れています。カルシウム、ビタミンEなど栄養
豊富なシルクナスは、焼きナス、ステーキ、
素揚げはもちろんのこと、アヒージョ、バター
炒めもお勧めです。熱を加えることにより、
締まった果肉はふわとろの食感に変化し、絶
妙の風味が感じられます。　　　　

（農業委員　西沢　泰裕）
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農委だより第50号は私たちが担当しました。

後列左から　上坂委員、仲川委員、和田委員
前列左から　平峰委員、西沢委員、村田委員

但東シルクナス表紙について

白く艶やかな果面

袋掛け作業する井上孝士さん

全国農業新聞を購読してみませんか！
 ＊お申し込みは

農業委員会事務局または、
地元の農業委員・推進委員

まで週刊（毎週金曜日発行）　月 700円
（送料、消費税込）

農業の最新情報を提供


